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　○出席   　Rリモート出席　Mメーキャップ

　　主　　題（2022/2023）
国 際 会 長	：	 フェローシップとインパクトで次の 100 年へ

アジア太平洋地域会長	：	 新しい時代とともに、エレガントに変化を

西 日 本 区 理 事	：	 原点を知り将来に生かす（立ち上がれワイズモットーと共に）

中 部 部 長	：	 明るく　清く　美しく　―よき隣人として（Befriending）

名 古 屋 ク ラ ブ 会 長	：	 empathy( エンパシー ) 共感する力を高めよう（他者の靴を履いてみる）

2022 〜 2023　9 月号　(No908）

在　　籍	 19 名

第 1例会	 10 名

　　メネット	 0 名

　　ゲスト・ビジター 	 1 名

第 2例会	 11 名

　　メネット	 0 名

　　ゲスト・ビジター	 0 名

メーキャップ	 0 名

出席率	 80%

8月クラブ出席 B　　　F

切手	 0pt

現金	 0pt

小計	 0pt

切手	 0pt

現金	 0pt

合計	 0pt

8
月

7
〜
8
月
累
計

小　尾	

加　藤　	○	 R

川　口	   

河　部	 R 	 R

川　本	 R 	 R

鬼　頭	 	

木　本	 

久保田	

塩　田	 ○	

鈴　木	

相　馬	 ◯ 	 R

谷　川	 	  R

遠　山	 	

戸　田	 ○ 	 R

中　村	 	  R

西　村	 R 	 R

平　野	 ○ 	 R

深　谷	 R  	R

渡　辺	 ○  	R

8 月　　個　人　出　席

第　2　例　会
と　き︰ 2022年 9月 19日（月）7:00p.m.〜 8:00p.m.
ところ：Zoom
プログラム：上半期プログラム　その他
※ 今期第二例会の曜日が変更になっています。ご注意ください。

　我がクラブ創立の1947年はどんな世の中だったでしょうか、

その年１７歳の私は色々覚えています。敗戦から二年目、まだ

街々に空襲の焼け跡が残り、駅前の闇市には難民のように人々

が群れ、食糧不足が深刻で皆がお腹を空かしていました。こん

な世の中に、YMCAに集い名古屋ワイズを立ち上げた初代ワイ

ズメンのご苦労と熱い思いに良くぞと頭が下がります。又それ

を引き継いだ多くの先人ワイズメンの働きによって７５年の月

日を重ねる事が出来たことも。この道のりは長い長い駅伝競走

の様で、何千のワイズメンが創立の日から目に見えない「タス

キ」を手に走り続け、次へ次へと繋いでくれました。そのお陰

で今タスキは私達の手に届いています。我々もしっかり前を向

いて進み、次の世代に渡しましょう。この三年続くコロナ禍の中、

ワイズに取って大切な“集い”も“交わり”も制約を受けるな

どの困難が続きますが、駅伝の難所箱根の登りの向こうにはい

つも美しい芦ノ湖と霊峰富士が待っている様に、いずれ明るい

光が射す事を信じて前に進みましょう。

　前回の70周年記念は翌年の2018年３月にアイリス愛知で

行われ、韓国聖岩クラブの11名を含めて、100名を超すゲス

トの参加を得ての大盛会でした。周年行事の多い秋を避けて良

かったとのことでした。しかし今回は全く変わり果てた環境の

中で限られたかたちでの75周年となると思いますが、是非全

員参加で楽しく祝いたいと願っています。

75 周年に想う

　　塩　田　　保

会　　長　戸田真二

副 会 長　加藤明宏

書 　 記　川本、深谷　

会　　計　平野、谷川　
ブリテン　渡辺、戸田、久保田、平野

9 月例会プログラム

と　き：2022 年 9月 13日 (火 )7:00p.m. ～ 8:30p.m.
ところ：名古屋YMCA・Zoom
	 司　会	 戸田　真二　君
開会宣言	 会　長	 戸田　真二　君
ワイズソング		
聖書朗読・祈祷		  谷川　修　君
プログラム 
　　　卓　話：近藤高史氏　�日本国際飢餓対策機構（ハ

ンガーゼロ）
　　　テーマ：�世界の現状に於けるハンガーゼロの働

き：ウクライナ支援など
ハッピーバースディ		
閉会宣言	 会　長	 戸田　真二　君

　　　※ 今月の例会は食事がありません。
　　　※ Ｚｏｏｍでの出席は可

10 月号　原稿担当者
巻頭言　西村　清君　　　9月第一例会レポート　谷川　修君　

第 1 例会：ゲスト　荒川恭次メン（名古屋グランパスクラブ）

学童キャンプ第２期キッチンボランティア（日和田キャンプ場）

　　　　　　　　8/1-3：加藤、8/2-5：川本、8/3-6：渡辺

神戸ポートクラブ第一例会（8/24　Zoom）　平野、深谷

HP 委員会（8/25　Zoom）鈴木、戸田、平野

第1 第1 第1第2 第2 第2



(2)

■■■  第 1 例 会 レ ポ ー ト  ■■■

と　き：2022 年 8月 9日（火）19:00 〜 20：30

ところ：名古屋YMCA

　新年度 7月例会で平野実郎会長からバッジ装着された戸

田真二新会長の初開会宣言点鐘で８月例会が始まった。リア

ル６名 Zoom４名にゲストにグランパス荒川恭次メンを迎

えて計 11名出席で下記多くの報告や検討事項等を話し合っ

た。75周年を想い予定されたクラブのお宝オークションは

見送られた。

① ‌�8 月 1 日 83 歳で天に召された元名古屋ワイズ寺田仁計

元名古屋Ｙ理事長の告別式の報告から始まった。

② 西日本区から任命状と委任状の伝達

③ 久保田メンの功労会員を正式に承認

④ ‌�ロースター配布（中部書記：荒川恭次（名古屋グランパス）、

中部会計：伊藤仁信（金沢）に訂正が必要です。

⑤ ‌�西日本区臨時代議員会議案≪西日本区の範囲に沖縄県を

含める改定≫ついて説明が有りクラブとして異論なし。

代議員の戸田会長が郵送により賛成票投じる。評決結果

は理事通信に。

⑥ ‌�第 27 回西日本区大会（2024 年開催）準備実行委員会が

開催されるので名古屋クラブから深谷、平野、戸田各メ

ンが参加予定。ホストは中部５クラブ、実務は名古屋地

区で≪今後の大会の簡素化等。新しい大会のあり方、ワ

イズのあり方を示したい≫とのこと。

⑦ その他

　・‌�グランパス例会で吉田メン卓話「ジョージ・ウィリア

ムズの故郷を訪ねる」がある。8/10( 水 )7pm～４名。

Zoom参加予定。

　・ワイズコーンの案内とPR

　・‌�75 周年記念例会の持ち方を第２例会（8/15）でつめる

こととする。

　・中部部会 (金沢 )の登録の PRと行き方などを相談。

　戸田新会長の大変なご準備とご奉仕に心から感謝しつつ、

一同熱意ある発言の例会でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（相馬静香）

各号に例会以外の活動報告を掲載しておりますが、全て当委員では把握できておりません。
ワイズや YMCA関係の行事に参加された方はその旨ブリテン委員にお知らせください。
宜しくお願いします。

ブリテン委員より
お願い

卓話講師紹介

近藤高史氏

　国際NGO「ハンガーゼロ」勤務。ハンガーゼロはその名の通り SDGs
（持続可能な開発目標）ゴール No.2 の「飢餓をゼロに」達成のためアフリ
カ、アジア、南米で活動を行っていて　日本国内では講演やイベント、オ
ンラインで啓発活動を行っている。キャッチフレーズは「わたしから始める、
世界が変わる」

　1961年名古屋市生まれ。1982年21才の時に渡米、現地にてキリスト教ラジオ放送局FEBC（極
東放送）の日本向け短波放送の番組制作スタッフとして 3年間サンフランシスコ支局にて勤務。
25才より 5年間同放送局東京支社に勤務し、アナウンスや番組制作に関わる。30才からは会社
経営に約 20年従事し、クリスチャンビジネスマンの団体の理事などを歴任。日本国際飢餓対策
機構とは 2011 年東日本大震災の折、同機構を通して東北でボランティアとして延べ 2ヶ月活動。
2013 年同機構の特命大使としてカンボジア、バングラディシュ、コンゴ民主共和国などを視察。
現在は日本国内にて学校・企業・ロータリークラブ・教会等で、広く飢餓について語る啓発活動
を行なっている。
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■■■  第 2 例 会 レ ポ ー ト  ■■■

と　き；2022 年 8月 15日 ( 月・祝 )19：00〜 21：00
ところ；ZOOMリモート

1.2022-2023 年度上半期　例会プログラム　
月日 会場 プログラム

8
9 火 YMCA ＆ Zoom ① 75 周年準備会

オークション
15 月 Zoom ② 役員会

9
13 火 YMCA・Zoom ① 近藤高史氏（ハンガーゼロ）

19 月 Zoom ② 役員会

10
16 日 KKR ホテル名古屋

14：00 〜 ① 名古屋クラブ
75 周年お祝い会

17 月 Zoom ② 役員会

11
8 火 YMCA・Zoom ① 卓話講師　池住義憲氏
14 月 Zoom ② 役員会

12
10 土 H ｶﾞｰﾃﾞﾝﾊﾟﾚｽ名古屋 ① クリスマス例会
12 月 Zoom ② 役員会

　11月　候補	 深谷メンの手話、
　小田哲也氏（福岡中央クラブ）
　池住義憲氏　�元 YMCAスタッフ、様々なNGOに関わり

現在フリーのファシリテーターとして活躍中
2.  9 月第一例会の持ち方
　　卓話講師：ハンガーゼロの近藤さん　
　　https://www.hungerzero.jp/hungerzeronews/
　　テーマ�「世界の現状に於けるハンガーゼロの働き：ウク

ライナ支援など」
    ・�名古屋クラブメンバーで卓話を視聴し、もっと多くの
人に情報共有の必要を感じたら、第２弾を計画する。

　・�謝礼は 10,000 円＋当日のニコボックスを献金としてお
渡しする。

3. 10 月名古屋クラブ 75 周年お祝い会の内容について
　・�別紙案をもとに内容を検討する（会費、役割分担等）→
第１報参照の事

4. �第 26 回中部部会＆金沢ワイズメンズクラブ創立 75 周年
記念例会 
　・�既に開催案内と出欠確認を実施中。８月１７日正午現在
７名より返信があり５名の参加を確認済み（前泊組：２
名、日帰り組：３名）。申込期限の８月２０日を待って、
当日組の配車なども検討の予定。

5. �名古屋 YMCA120 周年記念日和田募金＆名星舎補修につ
いて
　・�名星舎のメンテナンス（虫駆除、屋根補修など）の必要
性については本職に診断してもらう必要が有る。名古屋
Yの日和田委員会にて議題として取り上げてもらう。

　・�日和田募金の使途については、メインロッジの水回り（ト
イレ改修）等を優先する。日和田募金とは別建てで名星

舎のメンテナンス費用は考える必要が有る。
6. 会費納入の確認について
　�　広義会員の額については年額 36,000 円の規定が有った
が、前年度鈴木貞ワイズに適用しなかったため正会員同額
（84,000）を納めていただいた。今年度分会費とリノベー
ション基金に充当し、残額は鈴木ワイズに返却する。

7. ブリテンの巻頭言、第一例会レポート担当等
　�　10 月巻頭言（西村メン）9月第一例会レポート（谷川
メン）毎月 20日締め切り　渡辺メンまで。巻頭言の内容
は、75 周年にちなんで（大切にしてきたこと、想い出、
将来のワイズへ等）

8. DBC 交流について
　�　名古屋 YMCAチャリティーゴルフ会が 11/10 鈴鹿カ
ントリーにて開催される。前日の 11/9 に交流会を開催
し、翌日はゴルフ組と観光組に分かれて行動する予定。和
歌山紀の川クラブからは、阪和部の他クラブのメンバーも
チャリティーゴルフに誘う予定なので、前日の交流会は３
DBC+αとなり、楽しい交流が期待される。詳細は平野
ワイズが計画する。

9. �地域貢献事業事例集作成（六甲部）に対する投稿依頼に
ついて
　　�今期、六甲部が地域奉仕事業事例集を作成するにあたり、

西日本区各部に対し投稿の依頼が有った。名古屋クラブ
としては、過去から実施している「愛実の会クリスマス」
と「潮干狩り」を紹介することとする。川本ワイズが担
当する。（締め切り日：8/25）

10. YMCA より
　①�日和田学童キャンプ終了　応援ボランティア　参加者：

渡辺メン・川本メン・加藤メン
　②YMCA大会：9/10（土）10：30～　南山YMCAにて
　③�日和田クローズキャンプ+火祭り：10/8（土）～ 9（日）

詳細後日 YMCAより発行予定。キャンプファイヤー部
分を「キャンプソングの会」が担当する。（加藤・戸田・
川本）

　④�タスポニー協会 40 周年祝賀会：10/8 開催（クラブ会
長宛に招待状が届いている）

11.　その他
　・�西日本区ロースター未受領の方は 9月号ブリテンに同
封します。

　　�東日本区ロースターは、希望者は戸田メン（データ無料
or 冊子 700 円＋送料）8/17 まで・各部会の案内が来
ていますが、クラブ単位での申し込みについて、参加希
望者は会長戸田メンまでメールにて申し出て下さい。

　　・京都部会：平野、深谷、河部ワイズが参加予定
　　・中西部会：河部ワイズが参加予定� （川本龍資）



THE  SERVICE   CLUB   OF   THE  YMCA

CHARTERED    AUGUST  27,  1947

c/o　NAGOYA  YMCA   2-7,  HARUOKA, 1CHOUME CHIKUSA-KU,  NAGOYA,  464-0848  JAPAN

AFFILIATED   WITH   THE   INTERNATIONAL    ASSOCIATION   OF   Y’S   MEN’S   CLUBS
INTERNATIONAL

INTERNATIONAL

　　　

　　　�「わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝である。人がわたしにつながっており、わたしもその
人につながっていれば、その人は豊かに実を結ぶ。わたしを離れては、あなたがたは何もできな
いからである。」　　　　　　　　　　　　　　

　　� ( ヨハネによる福音書１５章５節 )
�

西　村　　清

　日本人にとって、ぶどうは大変なじみ深い果物です。最

近は改良されて種なしぶどうであったり、皮ごと食べられ

るぶどうであったりします。しかしその生産地は限られて

いるようです。全国どこでもぶどうはつくれますが、山梨

などはぶどうの生産地として有名です。

　またヨーロッパなどでは南向きの斜面、あるいは日のよ

く当たる場所にに植えられています。それも日本のように

棚をつくって、その棚につるを這わせて、ぶどうの実がぶ

ら下がるという栽培方法が多いのですが、ヨーロッパのぶ

どう畑では地面から１～１. ５メートルくらいの高さに育

てられています。収穫はその方が楽だからでしょう。

　さて、聖書の世界パレスチナ地方全域がぶどうの産地で、

どこに行ってもぶどう畑があります。イエス・キリストも

そのような環境の中で、ぶどうの木の例えを話されたの

です。いうまでもなく、旧約聖書にも多くぶどうの木の話

は出てきます。ぶどうの木はユダヤ人の表象の一部であり、

まさにユダヤ民族の象徴でもありました。ただ旧約聖書で

は、ぶどうの木の表象はいつも堕落の概念と一緒に用いら

れています。しかし新約聖書の時代になって、イエス・キ

リストは、わたしはぶどうの木であり、あなた方はその枝

であると言い、神の救いに至る道はユダヤ人の血すじでは

なく、イエスを信じる信仰であると言われるのです。

　これと同じように、ワイズメンズクラブという幹に繫が

っている枝としてわたしたちは生かされ、活動していると

言えます。幹から切り離れては枯れてしまいます。むしろ

太い幹から栄養を得て、豊かに実を結ぶことができるので

す。人間は独り孤立しては生きていけません。多くの人と

のよき交わりをもってこそ豊かな人生を歩むことが出来る

のではないでしょうか。このように同じ幹につながる枝々

との良い交わりを深めていければと願うのです。

　会費は月額7,000円、年額84,000円です。できるだけ6ケ月分42,000円を 7月と１月に納入し

てくださるようにお願いします。（3ヶ月ずつ納入される方は７月、10月、１月、４月に納入して下さい）

　また中部の理事とキャビネットを支援する為に昨年度決定された3年間限定のリノベーション基金の

今期は2年目になります。クラブ会費を納入いただく時に合わせて納入ください。金額は一人年間3,000

円です。

ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より

会費納入

のお願い

YMCA ニュース

　９月６日は早天祈祷会 300回記念礼拝。
　９月 10日 10 時 30 分から名古屋 YMCA大会が南山 YMCAにて予
定されています。ぜひご予定ください。
　10月８日（土）～９日（日）日和田クローズキャンプ+火祭り：詳
細後日YMCAより発行予定です。

メン
5 日　久保田　啓君
担当主事
20 日　遠山　理恵さん


